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写真－１.遮光ネットの施工例 

Ⅲ．結果と考察 

１．食害状況調査 

食害状況調査の結果，159 地点から情報が得られ、

被害が激害になるほど，生息密度が高い傾向がみられ

た(図－１)。シカが食べる植物には嗜好性の差があり，

シカが少なく被食圧が低い状態でも頻繁に食害される

植物種と，被食圧が高まった状態でのみ被食される植

物種が存在することが知られている(小池 2013)。クヌ

ギは，萌芽発生初期や新芽の時期を除き，シカの食物

の中でも嗜好性が低いことが考えられた。 

 

図－１.食害状況調査の結果 
２．食害影響調査 

株の耐久性について，52 株について調査の結果，両

試験地ともクヌギ萌芽が２年続けて食害を受けると生

存率は低下していた(図－２)。枯損が顕著な耶馬渓町

の試験地では，２年後の生存率は 48.6％に低下してい

たことから，原木林を維持していくためには，萌芽の

再生力が維持されている伐採後１年以内に防除するこ

とが望ましいと考えられた。山国町の試験地では，２

年間食害を受けても約８割が生存していたが，生存し

ている株の萌芽枝の平均樹高は，51.8±27.9cm と激し

い食害を受けていたことから，今後，枯死する株が増

加すると考えられた。 

１年食害を受けた後に防除をした際の萌芽の成長と

２年食害を受けた後に防除をした際の萌芽の成長を比

較したところ，防除後の樹高成長に差はみられなかっ

た(図－３)。この結果から，食害を受け続けても株が

生存していれば，防除後の萌芽の成長は期待できると

考えられた。 

 

図－２.食害年数と生存率の関係 

 
図－３.食害年数と防除後の萌芽枝の樹高成長 

３．防除試験 

防除試験の結果，防鳥ネットおよび遮光ネット内と

無処理との間では，クヌギ萌芽の樹高について大きな

差があり，シカの食害に対して一定の効果が認められ

た（図－４）。 

防鳥ネットについては，シカがネットを破って内部

へ侵入したが，定期的に補修することにより，防除効

果を維持することができた。遮光ネットは，風による

影響を強く受けたが，柔軟性のある支柱や立木を利用

して設置することで影響を緩和できると考えられる。 

 

図－４.山国町における防除試験の結果 
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写真－１.遮光ネットの施工例 
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